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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
手術後の新鮮骨折に対する LIPUS治療の骨癒合促進効果を調査した｡対象は､2009年 8月～2010
年 7月に大腿骨もし(は腰骨骨幹部骨折を受傷 し骨折観血的手術を受けた患者とした.14施設より
収集したLIPUS群78例とcontrol群63例を対象に､Mann-WhilneyのU検定を用い､全体および骨
折部位 ･骨折型 ･軟部状態 ･手術方法の層別に分析を行った｡症例の分布には大きな偏 りはなく､
全体比較では 2群間の骨癒合期間は有意差なかった｡層別化検討では､特に骨折塑 ｢C型｣におい
て2群間の骨癒合期間は有意差を認め､L【PUS治療には約30%の骨癒合期間短縮効果があった｡た
だし ｢C型｣であっても､固定力不足により再手術となった症例も存在したD術後早期LIPUS治療
は､下肢長管骨骨幹部骨折において､適切な内固定が施行されている条件の下で､C型粉砕骨折に
対 し有効であるD
論 文 審 査 結 果 の 要 冒
手術治療後の新鮮骨折に対するLIPUSの骨癒合促進効果に関して
は､エビデンスがないのが現状である｡申請者は､手術治療を行った
骨折に対し手術後にLIPUSの治療効果を多施設で前向き研究を行い､
同等の治療でLIPUSを行っていない群 (後ろ向き調査)と比較検討
した｡その結果､粉砕骨折群に対して､非常に優位にLIPUS治療を
追加した方が､骨癒合が促進されることを証明した｡
LIPUSの有効性を初めて実証した研究であること､また侵襲性が
なく簡便な方法で､今後あらゆる種類の骨折や､骨再生が必要な症例
に適応される可能性があり､その意味で価値ある業績と認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
